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広域レベルの生態系ネットワークの形成に向けた空間計画検討
―生態系ネットワーク形成検討調査業務―
株式会社プレック研究所 中川有里・村瀬俊幸・岩田周子・米塚佐世子

現在，緑地の配置や自然環境の保全を考える際には，

生物多様性の保全とそれを支える生態系ネットワーク

の形成が，何より重要であると考えられるようになっ

てきています。その背景には，人間を含めてすべての

生物は，ほかの生物とのつながりの中で生きているた

め，貴重な種や貴重な自然環境の保全といった限定的

な取組みでは不十分であり，多種多様な生物の生存の

基盤である生態系全体の保全が重要であるとの認識の

広がりがあります。

一方，人間活動は依然として拡大し続けており，生

態系の空間的なつながりが分断され，孤立するといっ

た状況が増えてきています。分断され，孤立した自然

環境は，徐々にその質と規模を低下・縮小させていく

ため，生態系の質と規模，つながり（ネットワーク）

の持続性を確保することが課題となっています。

生態系ネットワークの形成とは，生物のための，充

分な規模の保護地域を核としながら，生息・生育空間

のつながりや適切な配置を確保することといえます。

つまり，生物の生育生息空間として保全していくべ

き核（コア）となる地域を明らかにし，それらのコア
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エリアとコアエリアの間の分断を防止，あるいは分断

されている環境の適切な再生，空間的つながりの形成

を推進することです。

具体的には，生態系の空間的つながりを確保する視

点を盛り込んだ土地利用計画の策定や，さまざまな人

間活動において生物の生息・生育空間や移動空間の保

全，創出に配慮していくことであると位置づけられま

す。

そこで，愛知県という広域レベルの空間計画におい

て，県の自然環境の特性を反映した，将来に向けた適

切な生態系ネットワークの形成方針を明らかにするた

め，「1.コアとなる環境の把握」「2.生態系の持続性

が脅かされている環境の把握」「3.生態系のネットワ

ーク形成方針の検討」という，３つの課題に取り組み

ながら検討を進め，生態系ネットワーク形成のイメー

ジ図を提案しました。
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作 品 概 要

作 品 名：広域レベルの生態系ネットワークの形成に向けた空間

計画検討―生態系ネットワーク形成検討調査業務―

対 象 地：愛知県

発 注：愛知県環境部自然環境課

事業目的：愛知県内の現況生態系の分析結果に基づいて，県全

体という広域レベルの，生態系ネットワークの形成

方針を明らかにすること。

事業体制：石川幹子氏を座長とする学識経験者等７名からなる

検討会より，アドバイスを受けながら検討を実施。

事業期間：平成19年６月～平成20年３月

事業規模：愛知県全体（5164.57km）

作 品 評

本作品は，愛知県全域という広域レベルの生態系ネットワー

クの形成を進めていくにあたって，県の自然環境の特性を反映

した，これからの適切な生態系ネットワークの形成方針を明ら

かにすることを目的としたものである。

調査においては，生態系ネットワーク検討委員会を４回開催

し，その意見を極力反映したものとなっています。また，GISデ

ータをベースに，愛知県内のビオトープマップを作成し，県内

の自然環境の実態を踏まえた上で検討を行っているとともに，

県という広域レベルの検討ながらも，生態系ネットワークの構

成要素をしっかりと取り入れながら，検討を進めている点は高

く評価できる。

検討委員会等の調整も含め，内容の濃い広域レベルの調査検

討を，ていねいに，かつ，わかりやすく取りまとめている点が

評価された。また，里山環境や都市部の環境の価値を抽出する

ための「環境の多様性」「特殊性」「集積性」といった新しい環

境軸による評価や，生態系ネットワーク維持が脅かされる可能

性の高いエリアを抽出するために「持続性」の評価軸を取り入

れている点も，大きな特色として評価された。


